
東北農業研究（Tohoku Agric．Res．）朋．211－212（1991）

リンゴ新品種‘メロー●　の交雑和合性の特徴

石山正行・鈴木長歳・北山　　弘・佐藤　　耕

（宵森県りんご試験場）

Cross Compatibility of New Apple Cultivcr，lMellow

MasayukiIsHIYAMA，ChyozoSUzUKI，HirosiKITAYAMA andTakasiSATO

（Aomc．riAppleIミxpcriment Station）

蓑11メロー●の交雑和合性
1　は　じ　め　に

青森県りんご試験場で肯成し，1990年にム占種登録した

■メロ一一　は．黄色の中生品種である。この品種は，1930

年に‘ゴールデン・デリシャス’に‘印度’を交配して酉

成された‘19号，に，l印慶一　を戻し交雑して帝成された。

●メロ」　は，戻し交雑によって肯成された日本で最初の

リンゴ品種である。この品種の交雑和合作について調査し

たので報告する。

2　試　験　方　法

当場圃場に栽植されているM．26台の樹齢10－18年牛の

各品種を供試した。各品種の花粉は，風船状のときに花を

採集し，常法で閑やくして収集し，試験実施中はデシケ一

夕に保管した。交配は，各品種の中心花が風船状のときに

側花を取り除き，ピンセットで除推し綿棒で行った。交配

後直ちに袋を掛けた。交配花数は，それぞれ50花である。

結実調査は，5月下旬～6月ヒ句に行った。結実巣は採取

し，種子数を調査した。‘メロー’については，1989～

1991年に，他は1965～1985年に試験を行った。

3　試験結果及び考察

（1）‘メロー’で受粉した場合

二倍体品種では，lスターキング・デリシャスー　と　世

界」　で，やや結実率が低かったが．‘ふじ’，lっがる’，

■王林’及び‘紅玉’など1要な品種と和合性で，また，

戻し交雑親の　●印度－　とも和合性であった（表1）。例外

的に和合性が劣ったのは‘ゴールデン・デリシャス’で，

2年平均の結実率が29．0％と低かった。リンゴの二倍体品

種では，通常，その親品種と，あるいは，l司じ親を持つ姉

妹品種との間でも和合性が高いが，■きざし■（‘ガデ　×

‘あかねつ　と‘ゴールデン・デリシャス●，‘メルローズ’

（‘紅玉’×‘デリシャス’）と　■デリシャス＼■早生旭’

（‘黄魁’×　一旭つ　と　▲コートランド’（■倭錦，×　■旭’）

が相互に不和合性なように，少数の例外が認められてい

る一・2）。‘メロー’と　づ－ルデン・デリシャスI　の不和

合性も，このような例外の一つと考えられる。

‘メロー’の自家結実率は，3年間の平均で52．9％で，

他の品種と比較して高い傾向はあるが，年によって大きな

差があり，‘メロー’のFl家和合性については，更に検討

．17－種 名

メ ロ ー で 受 粉 メ ロ ー に 受 粉

し　 た　 場　 合 し　 た　 場　 合

結 実 率 種 子 数 調 査 結 美 率 種 子 数 調 占

（％ ）　　　　 坪 数 （俺 ）　　　　 年 数

二倍 体 ふ　　　 じ 】0 0 ，0　　 8 ．8　　 1 8 8 ．0　 6 ．5　　 Ⅰ

つ　 が　 る 】0 0 ．0　　 6 ．6　　 1 8 6 ．0　　 6 ．8　　 1

上　　　 林 10 0 ．0　　 8 ．1　 1 78 ．0　 10 ，3　　 2

スターキ ング 62 ．0　　 6 ，0　　 1 100 ．0　　 6 ．2　　 】

レット‘コ一一ルナ■ 100 ．0　　 5 ．2　　 1 66 ，0　 3 ，6　　 1

祝 】00 ．0　　 4 ．9　　 1 66 ．0　　 8 ．2　　 1

紅　　　 一に 100 ．0　　 5 ，1　 1 66 ．0　　 8 ．2　　 1

伺　　　 光 7 5．0　　 5 ．5　　 1 70 ．0　 2 ．4　　 1

夏　　　 緑 10 0．0　 6 ．1　 】 72 ．0　　 7 ．9　　 1

金　　　 帰 】0 0．0　 6 ．2　　 1 90 ．0　 6 ．1　 1

ガ　　　 ラ 8 0．0　 7 ．9　　 1 76 ．0　　 5 ．6　　 1

北　 の　 率 100 ．0　 4 ．1　 1 100 ．0　 4 ．4　　 1

11〔 非　 一 6 】．5　　 7 ．9　　 3 10 0 ．0　 4 ．9　　 1

印　　 度 92 ．0　 8 ．0　　 1 94 ．0　　 7 ．4　　 1

19　　　 －7 100 ．0　　 7 ．3　　 】 6 5 ．0　 5 ．0　　 】

ゴ ー ル デ ン 29 ，0　 1．8　　 2 3 9 ．0　　 2 ．9　　 2

メ　　 ロ　 ー 5 2．9　 2 ．4　　 3

三 僧 体　 陸　　　 奥 2 7．0　 2 ．4　　 2 7 6 ．6　 4 ．7　　 3

ジョナゴールド 3 3．0　　 2．4　　 2 4 3 ．3　　 3 ．7　　 3

北　　 Jt 9 2．0　 5．5　　 2 8 5 ．2　　 5，2　　 3

が必要である。

三倍体占占確では，■北斗　と和合性であったが，‘陸奥●

及び‘ジョナゴールド　とは和合性が劣った。　▲陸奥’

（‘ゴールデン・デリシャスー　×‘印度’）及び　一ジョナゴー

ルド’（‘ゴールデン・デリシャス’×‘紅玉’）に‘ゴー

ルデン・デリシャス’を戻し交雑すると．結実が不良で和

合性が低い2・日。この2占占稀が持っている51本の染色体の

うち，34本は卵r（2品種とも‘ゴールデン・デリシャスり

起源で3㌧　この戻し交雑が・種の近親交雑になるため，和

合性が低いと考えられる。先に述べたように，●メロノ

と‘ゴールデン・デリシャス’は，相互に和合性が低く，

この両品種は，和合作に関して同じ閃子をもっているため．

■メロー’も1陸奥’及び‘ジョナゴールド’と和合性が

低いと考えられる。

（2）‘メロー’に受粉した場合

一．倍休品種では．■メロー，の花粉で受粉した場合と基

本的には同じ結果で．‘ゴールデン・デリシャスー　だけが
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表2　三倍体品種の交雑和合性

品 種
陸 奥 北 斗 ジ ョナ ゴ ー ル ド

結 実 率 ㈲　 種 子 数　 詞 査 年 数 結 実 率 ㈹　 種 子 数　 調 査 年 数 結 実 率 囲 ・ 種 子 数　 調 査 年 数

ふ　　　　　 じ 2 0 ．8　　　 3 ．0　　　　 5 8 ．7　　　 3 ．7　　　　 3 9 ．0　　　 2 ．8　　　　 2

つ　　 が　　 る 5 5 ．5　　　　 2 ．9　　　　 2 16 ．0　　　 1．6　　　　 4 2 8 ．0　　　 2 ．9　　　　 3

ス タ ー キ ン グ 17 ．0　　　　 3 ．7　　　　 5 2 ．0　　　　 4 ．0　　　　 2 3 ．5　　　 1．9　　　　 2

紅　　　　 玉 4 7 ．4　　　　 3 ．4　　　　 5 3 7 ．0　　　 2 ．4　　　　 3 3 3 ．3　　　 1．8　　　　 3

国　　　　 光 19 ．0　　　 3 ．7　　　　 5 3 0 ．0　　　　 3 ．3　　　　 3 8 ．0　　　　 2 ．5　　　　 2

ゴ ー ル デ ン 19 ．6　　　 1．8　　　　 5 3 2 ．7　　　 2 ．2　　　　 3 2 2 ．0　　　 1．9　　　　 3

王　　　　 林 24 ．5　　　 2．7　　　　 3 3 0 ．0　　　 2 ．6　　　　 5 2 4 ．0　　　　 4 ．9　　　　 1

平　　　　 均 29 ．1　　　 3 ．0 2 2 ．3　　　　 3 ．8 18 ．3　　　 2 ．7

往．昭和40～60年に調査

明らかに和合性が劣った。

三倍体品種では，‘ジョナゴールド，で和合性が劣った

が，‘陸奥－　と　一北斗’ではよかった。●陸奥■，‘北斗，及

び‘ジョナゴールド　を二倍体7品種に交雑したときの平

均結実率は，それぞれ29．1，22．3及び18，3％で（表2），

lメロー’での結果は，これと比較してかなり高かった。

この点については，‘メロー，の自家和合性との関連も含

めて，更に検討が必要である。

4　ま　　と　　め

■19号’（‘ゴールデン・デリシャス，×　▲印度つ　に

‘印度’を戻し交雑して育成された　▲メロー，は，‘印度▼

と交雑和合性で，■ゴールデン・デリシャス，とは不和合

性であった。
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